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2) 研究会基本情報 
--------------- 
タイトル：「多⾔語混在状況を前提としたアフリカ記述⾔語学研究の新展開」（令和 5年
度第 3回研究会） 
⽇時：2024年 2⽉ 11⽇（⽇曜⽇）午後 2時より午後 6時 
場所：AA研⼩会議室（302）およびオンライン会議室 
1．古閑恭⼦（AA研共同研究員，⾼知⼤学） 
「アカン語のいわゆる「状態形」について」 
2．仲尾周⼀郎（AA研共同研究員，⼤阪⼤学） 
「アラビア語ピジン・クレオールはクレオール単⼀起源説への反証となるか？」 
3. 品川⼤輔（AA研） 
「スワヒリ語内陸変種の構造的バリエーションを把握するための類型論的調査に向け
て」 
4．全員 
「ビジネスミーティング：国際WS開催および成果公刊について」 
--------------- 
 
本プロジェクトの 2023年度第 3回研究会は，上記⽇時において 7名の参加者を集めて
ハイブリッド形式で開催された．第 1発表の「アカン語のいわゆる「状態形」について」
においては，アカン語動詞の屈折形の⼀つである「状態形／継続形(stative/ continuative/ 
durative)」と呼ばれる形式について，それがどのような動詞語幹と共起しえて，またど
のような意味を表すかについて，多様な意味領域の例を⽤いて実証的に検証した．第 2
発表「アラビア語ピジン・クレオールはクレオール単⼀起源説への反証となるか？」に
おいては，初期のクレオール発⽣論としての単⼀起源説が，Derek Bickertonによって提
唱されたいわゆる Bio-programming仮説の台頭によって影響⼒を失っていく過程におい
て，その反証の論拠として Bickerton ⾃⾝によって⾔及されたジュバ・アラビア語が，
実態としては Bickerton の主張とは異なり，ポルトガル語を含む多様な⾔語との実質的
な⾔語接触によって形成されてきた歴史的経緯を，多様な⽂献資料を参照することで論
証した．第 3発表の「スワヒリ語内陸変種の構造的バリエーションを把握するための類
型論的調査に向けて」においては，近年のスワヒリ語バリエーション研究によって，具
体的な変種の⾔語特徴についての情報は断⽚的ではあれ明らかになりつつあるものの，
それらが網羅的に把握されている状況にはほど遠いことを確認したうえで，構造的バリ
エーションをより有機的に把握するためのパラメター設計について論じた．最後にビジ
ネスミーティングが⾏われ，AA研ジャーナル別冊を媒体とした成果公刊論集に関する
具体的なスケジュールについて検討した． 

⽂責：品川⼤輔 
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アカン語のいわゆる「状態形」について 

古閑恭⼦ 

 

 

 アカン語（ニジェール・コンゴ語族クヮ語派）には状態形／継続形(stative/continuative/durative)と呼ばれ
る活⽤形がある。状態形は、（動作の結果の）状態の持続を表す（Osam 2008, Christaller 1875）。
Christaller(1875: 58)によると、状態の持続は動的 active であっても⾮動的 inactive であっても良い。しか
し動的な状態とはどのようなものだろうか。 

 状態形をとることのできる動詞は限られている。まず、原則として状態形しか取れない動詞（語彙的状
態動詞）がある。de「（名前が）…という」、nim「知っている」、nyem「妊娠している」、te「…に住んで
いる」、sõ「⼤きい」、sõ「（頭に）載せている」、wɔ「ある／持っている」、sua「⼩さい」、sɛ「似ている」、
dɔ「愛する」、te「（⾔葉が）わかる」、wa「⻑い」など。状態形は低声調のみによって表される。 

 

(1)   ɔ=sõ            adésóá.    

     3SG=be.big.STA  load 

彼は重荷を負っている。 

 

(2)   ɔ=wɔ          fíé.    

     3SG=have.STA  house 

彼は家を所有している。 

 

(3)   me=te              Twíi. 

     1SG=understand.STA  Twi 

     私はチュイ語がわかる。 

 

 動作を表すと思われる動詞で状態形しか取れないものが⾒つかっている。nam は移動を表す動詞だが
状態形しか取れない。nam は具体的な動作を含意しない（移動⼿段を問わない）。⼀⽅具体的な移動の様
態を含意する nante「歩く」は状態形をとることができない。(4)に対して(5)は⽬の前の動的展開を含意す
る。 

 

(4)   ɔ=nam.   

     3SG=roam.STA 

彼は歩いて（移動して）いる。 

 

(5)   ɔ=ɔ-nanté.    

     3SG=PROG-walk 

彼は歩いている。 
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 ⼆つ⽬は、変化結果としての状態が維持される動詞である。da「寝る」、gyina「⽌まる、⽴つ」、fua「（⼿
に）持つ」、kura「（⼿に）持つ」、kita「（⼿に）持つ」、hyɛ「着る」、fura「⾝に纏う」、bɔ「（スカーフを）
巻く、（動物を）紐で繋ぐ」、fri「貸す、借りる」、tare「引っ付く」、taa「詰まる」、si「⽴つ」、fri「貸す／
借りる」、go「緩める」など保持や姿勢変化を表す変化動詞が⾒つかっている。これらの動詞は、習慣形
(a)、進⾏形(b)、完了形(c)など他の活⽤形と併せて状態形(d)も取る。 

 

(6)  a.  (dabiaa)  o=gyiná        !há.  

everyday 3SG=stop.HAB  here 

（毎⽇）彼はここで⽴ち⽌まる。 

b.  o=o-gyiná       !há.  

   3SG=PROG-stop here 

   彼は⽴ち⽌まりつつある。 

c.  ɔ=a-gyíná    !há. 

3SG=PRF-stop here 

彼は⽴ち⽌まってここにいる。 

d.  o=gyina        há. 

3SG=stop.STA  here 

彼はここに（しばらく）⽴っている。 

 

(7)  a.  (dabiaa)  Kofí  kitá        siká. 

       everyday Kofi  hold.HAB  money   

（毎⽇）コフィはお⾦を持つ。 

b.  Kofí  i-kitá       siká. 

    Kofi  PROG-hold  money 

    コフィはお⾦を持ちつつある。 

c.  Kofí  á-kitá     siká. 

    Kofi  PRF-hold  money 

    コフィはお⾦を（⼿に取って）所持している。 

d.  Kofí  kita       siká. 

    Kofi  hold.STA  money 

    コフィはお⾦を持っている。 

 

(8)  a.  (dabiaa)     nsúó=nó     taá             adwaayɛ́.    

       everyday    water=DEF  get.clogged.HAB  bathroom 

（毎⽇）⾵呂場に⽔が詰まって溜まる。 

b.  nsúó==nó   o-taá             adwaayɛ́.   

       water=DEF  PROG-get.clogged bathroom 

       ⾵呂場に⽔が詰まって溜まりつつある。 
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c.  nsúó==nó   á-!táá           adwaayɛ́.   

       water=DEF  PRF-get.clogged  bathroom 

       ⾵呂場に⽔が詰まって溜まっている。 

d.  nsúó==nó   taa             adwaayɛ́.   

water=DEF  get.clogged.STA  bathroom 

⽔が⾵呂場に溜まっている。 

 

(9)    a.  (dabíáá)  ɔ=gó            ne=nsám.      

everyday 3SG=loosen.HAB  3SG.POSS=palm 

彼は（いつも）気前がいい。 

b.  ɔ=ɔ-gó            ne=nsám.   

3SG=PROG-loosen  3SG.POSS=palm 

        彼は（だんだん）気前が良くなっている。 

      c.  ɔ=a-gó           ne=nsám.        

         3SG=PRF-loosen  3SG.POSS=palm 

         （いつもはそうでないが）彼は気前が良くなった。 

d.  (nansa=yí      deɛ)   ɔ=go           (*ne=nsám).   

three.days=this topic   3SG=loosen.STA  3SG.POSS=palm 

（ここ数⽇）彼は気前がいい／弱い。 

 

(10)   a.  ɔ=hyɛ́      átaadéɛ́.  

         3SG=wear  clothes 

         彼は服を着る（ex.毎⽇）。 

b.  ɔ=ɔ-hyɛ́          átaadéɛ́.        

         3SG=PROG-wear  clothes 

彼は服を着ているところだ。 

      c.  ɔ=a-hyɛ́         átaadéɛ́.        

         3SG=PRF-wear   clothes 

彼は服を着ている。 

d.  ɔ=hyɛ          ataadéɛ́.        

         3SG=wear.STA  clothes 

彼は服を着ている。 

 

同じように変化結果を表す活⽤形（完了形）と状態形はどう違うのか。完了形は動作を含意するが、状
態形は動作を含意せず現前の静的な状態を表すようである。インフォーマント（30 歳代男性）によると、
(10.c)は、例えば⾵呂場から出てきた⼈についての発話で、 (10.d)は、例えば服を着ていないと思ってい
たが実は着ていることに気づいた時の発話だという。やや特殊な例として、(11)の fri「離れる、出発する」
は変化結果をもたらすようなものではないように思えるが、状態形を取ることができる。 
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(11)  a.  o=frí           Kumásé  na   ɔ=bá            (dabíáá).  

        3SG=leave.HAB  Kumase  and  3SG=come.HAB  everyday 

彼はクマシからここに（毎⽇）くる。 

b.  o=o-frí           Kumásé á-kɔ     nkran. 

   3SG=PROG-leave  Kumase CON-go  Accra 

彼はアクラに向けてクマシを出発しようとしているところだ。 

c.  ɔ=a-frí          Kumásé á-kɔ     nkran 

        3SG=PRF-leave  Kumase PRF-go  Accra  

        彼はアクラに向けてクマシを出発した。 

b.  o=fri          Kumásé.   

     3SG=leave .STA Kumase 

     彼はクマシ出⾝だ（⽗⽅の祖先発祥地）。 

 

結果状態ということであれば他の様々な変化動詞でもいけそうであるが、実際は状態形を取れる変化動
詞はかなり限られている。例えば bue「開く」、ware「結婚する」、gye「取る」、han「貸す（賃貸）」、fɛm

「貸す」は完了形あるいは習慣形で結果状態を表すが、状態形をとることはできない。 

 

(12)  a.  mpómá=nó    á-!búé.   

        window=DEF  PRF-open        

窓が開いている。 

b.  *mpómá=nó    bue. 

window=DEF  open.STA 

  （⽬の前に窓が開いているという意味で） 

 

(13)  a.  ɔ=a-wáré.  

        3SG=PRF-marry 

彼⼥は結婚している。 

     b.  *ɔ=ware. 

        3SG=marry.STA 

       （既婚であるという意味で） 

 

(14)  a.  ɔ=a-gyé      siká.   

        3SG=PRF-get money                   

彼はお⾦を受け取った。  

b.  *ɔ=gye       siká.  

   3SG=get.STA money 

    （お⾦を所持しているという意味で） 
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(15)  a.  ɔ=háǹ          dán    wɔ  me=nkyɛ́n. 

        3SG=rent.HAB  house  in   1SG.POSS=beside 

彼は私から家を借りている。 

    b.  *ɔ=han         dán    wɔ  me=nkyɛ́n. 

3SG=rent .STA house  in   1SG.POSS=beside 

（借り⼿であるという意味で） 

 

(16)  a.  ɔ=fɛ́m̀=me           siká.   

        3SG=lend.HAB=1SG  money 

彼は私に⾦を貸している。 

    b.  *ɔ=fɛm=me         siká. 

         3SG=lend.STA=1SG  money 

        （貸しがあるという意味で） 

 

 私はこれまで、結果状態がもたらされる動詞でなければ状態形をとることができないと思い込んでい
た。ところが最近偶然、結果状態をもたらさない動作動詞（継続動詞）にこの活⽤形をとるものがあるこ
とに気づいた。tɔn「売る」、tɔ「（⾬が）降る」、kyini「歩き回る」が⾒つかっている。 

 

(17)   a.  ɔ=tɔ́ǹ         nám. 

         3SG=sell.HAB fish 

         彼は⿂を売っている。（商売）  

b.  ɔ=ɔ-tɔ́ǹ          nám.        

         3SG=PROG-sell fish 

彼は⿂を売っているところだ。 

c.  ɔ=a-tɔ́n        nám.  

         3SG=PRF-sell fish 

         彼は⿂を売ってしまった。 

c.  (ɛnnɛ́  deɛ)  ɔ=tɔn         nám.  

         today  topic  3SG=sell.STA  fish 

         （今⽇は）彼は⿂を売っている。 

 

(18)   a.  (nansa=yí        deɛ)   nsúó  tɔ́. 

         three.days=this   topic    rain   fall.HAB 

         （最近）⾬がずっと降り続いている。 

b.  nsúó  o-tɔ́.              

         rain PROG-fall 

         ⾬が降っている。 
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      c.  nsúó  a-tɔ́. 

         rain  PRF-fall 

         ⾬が降った。 

d.  (bɛyɛ   nawɔ́twé=yí  deɛ)  nsúó  tɔ.     

         almost  week=this   topic   rain  fall.STA 

（最近）⾬が降っている。 

 

(19)   a.  dabiaa    o=kyíní.  

         everyday  3SG=stroll.HAB 

         彼は毎⽇歩き回る。 

b.  o=o-kyíní. 

   3SG=PROG-stroll 

  彼は歩き回っている。 

c.  ɔ=a-kyíní 

   3SG=PRF-stroll 

   彼は歩き回った。 

b.  (nansa=yí      deɛ)   o=kyini.  

three.days=this topic   3SG=stroll.STA 

（ここ数⽇）彼は歩き回っている。 

 

習慣形は習慣的⾏為を表すのに対し、状態形は普段とは異なる振る舞いを表している。インフォーマン
トによると、(17.a)は⽣業として⿂を売っている、のような時に使うのに対して(17.d)は例えば商売⼈では
ない⼈が⼀時的に⿂を売っている、のような場合に⽤いる。(18.a)「⾬が降り続いている」に対して(18.d)

は、例えば⾬季が終わって本来⾬は降らない時期だが⼀時的に降っている、のような時に使う。いずれの
状態形も意外性を含意する。属性の⽤法もある。(20.a)は「私たち」の習慣的⾏為を表すのに対し、(20.b)

は「良い⿂を売る」ことが「アクラ」の特徴であることを表す。 

 

(20)   a.  yɛ=tɔ́ǹ        nam pá    wɔ Nkran.  

         2PL=sell.HAB  fish good in  Accra   

私たちはアクラで良い⿂を売る。 

b.  yɛ=tɔn       nam  pá    wɔ  Nkran.     

     2PL=sell.STA fish  good in   Accra 

アクラは良い⿂を売る（ことで知られる）。 

 

継続動詞を⽤いて⼀時的振る舞い、出来事や性質を表すのであれば他のいろいろな動詞もこの活⽤形
を取れそうだが、そうではない。(21)〜(24)は状態形がいけそうな動詞だが、状態形を取ることはできな
い。 

 



 7 

(21)  a.  yɛ=duá          kookóo wɔ Kumásé.   

        1PL=grow.HAB  cacao   in  Kumase 

私たちはクマシでカカオを育てている（カカオ農家）。 

b.  *yɛ=dua         kookóo wɔ Kumásé.  

    1PL=grow.STA  cacao   in  Kumase 

   （クマシはカカオ栽培で知られているの意味で） 

 

(22)  a.  yɛ=tɔ́          kookóo f ́rì        né=papá          ńkyɛ́n.   

3PL=buy.HAB  cacao   leave.HAB  3SG.POSS=father  near 

私たちは彼の⽗のところからカカオを買う（買い物／取引している）。 

b.  *yɛ=tɔ         kookóo  fri        né=papá          ńkyɛ́n. 

      3PL=buy.STA  cacao    leave.STA 3SG.POSS=father  near  

     （取引をしているという意味で） 

 

(23)  a.  ɔ=pám̀         adéɛ́.   

        3SG=sew.HAB  clothes 

        彼⼥は服を縫う（仕⽴て屋）。 

b.  *ɔ=pam       adéɛ́.  

     3SG=sew.STA  clothes 

     （仕⽴て屋であるという意味で） 

 

(24)  a.  o=dí     !dwá.  

        3SG=do  trade 

        彼は商売をする（商売⼈）。 

b.  *o=di        dwá.  

     3SG=do.STA  trade 

     （商売⼈であるという意味で） 

 

 まとめると、状態形は変化動詞であれば現前の結果状態を、継続動詞であれば⼀時的性質や振る舞い
を表すと⾔えそうである。ただし同じような意味の変化動詞、継続動詞であっても状態形を取ることが
できるもの、取ることができないものの区別があり、動詞のどのようなプロパティが関わっているか、今
後詳しく調べたいと思っている。 

 

 

参照⽂献 
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Osam, E.K. (2008) Akan as an Aspectual Language, In Ameka, F.K. and M.E.K. Dakubu (eds.) Aspect and Modality. 
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アラビア語ピジン・クレオールはクレオール単⼀起源説への反証となるか？ 
 

仲尾周⼀郎 
 
要旨： 

1960-70 年代クレオール⾔語学では、（⼀定の構造的類似性をもつことを前提としつつ）
クレオールの起源について単⼀起源説、⾔語バイオプログラム仮説の２つのグランドセオ
リーが現れた。単⼀起源説とは、単⼀のロマンス語ピジン（地中海リンガフランカないしポ
ルトガル語ピジン）が語彙⼊れ替え（relexification）などを経つつ世界に広まった、とする
ものであり、当時は⼀定の⽀持を得てクレオール研究の深化に寄与した。しかし、⾔語普遍
性に⽴脚した説明をとる⾔語バイオプログラム仮説がそれを「論駁」しつつ急激に⽀持を集
める中、忘れ去られた説明となっていった。 

この過程でデレク・ビッカートンを含む複数の論者により⾏われた代表的な「論駁」とし
ては、「⾮ヨーロッパ諸語を基盤とするクレオール諸語、たとえば南スーダンのジュバ・ア
ラビア語はアラブ⼈とアフリカ⼈の接触で発⽣したものであり、「単⼀のロマンス語ピジン」
とは何ら関係がない」とするものがある。しかし、実際にはジュバ・アラビア語の歴史に関
する分析は当時⼗分⾏われておらず、この⾔説に⼗分な根拠があるわけがない。本発表では、
アフリカ⼤陸広域の前近代の資料を⽤いることで、この「論駁」は成功していなかったこと
を明らかにした。 

本発表では、第⼀に、従来ロマンス語ピジンと考えられてきた地中海リンガフランカには、
アラビア語を語彙供給⾔語とする姉妹ピジン（16〜19 世紀、エリトリアやレバントからモ
ロッコまで）が存在したことを明らかにした。第⼆に、ジュバ・アラビア語の前段階にあた
る南スーダン・アラビア語ピジンがこうした地中海アラビア語ピジンと共通の改新（否定存
在詞「無い」＞否定辞「ない」の⽂法化）をもつことや、これら⼆者の接触が⽂証されるこ
とを明らかにした。第三に、以上に加え、南スーダン・アラビア語ピジンおよびその基層⾔
語は、コンゴ側のリンガフランカを媒介としつつポルトガル語とも接触していたことや、⼤
⻄洋のクレオール諸語との同源語を共有することを明らかにした。 
以上より、これらの発⾒はアラビア語クレオールが単⼀起源説の反証とはならないこと

を明確に⽰しており、⾔語バイオプログラム仮説の主張は、このような側⾯において前近代
の世界（特にアフリカ）における多⾔語状況やモビリティといった問題の無視につながって
いた可能性を指摘した。また、単⼀起源説は今⽇ではその主張を直接⽀持することはできな
いが、歴史資料を発掘するというその⽅法論的な有⽤性は再評価の余地があることを⽰し
た。 
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٤溿狒٘ب٭ؙٛف鏤ٛك٠ت .1

v AA溿⪦⪦鐐갭րٛك٠ت鏤钥㚺牊ײמ㛡喋䓪
ցز٭ٞوؓסّثِػؕرכ (2018–2020)

v Panel at Sintu 7: “Variation in Swahili: Micro-
typology, sociolinguistics, diversification and 
language contact” (July 2018)

v 䡗冽鑜乃 : Swahili forum 26 (2019) Special 
issue: Variation in Swahili 

v 杯㏇鶟车╈عؠؘةٞوס : “Grammatical variation 
in Swahili: contact, change and identity” (2021–
2025, PI: Hannah Gibson) Funded by a 
Leverhulme Trust Research Project Grant

v 泡鲣ع٤يؕס : “Research on Western Swahili 1st 
Workshop and Study Meeting” (Feb 17, 2024)

v 珕鑜乃 : Nassenstein, Shinagawa & Furumoto 
“Swahili” In Handbook on the Spread of World 
Languages (De Gruyter Mouton, Berlin & Boston)

3

걉⮆ס鏤ٛك٠تסיכ銧鏤ٞؠُ .2

[3] NS&F (Forthc.): “The spread of the Swahili-speaking population from the 
coast into the interior of Tanganyika and from there further north to 
Buganda and Bunyoro and west into the Congo Basin took place on a large 
scale after the turn of the 19th century (see, among others, a brief outline 
of these movements in Iliffe 1979: 41) [...] As early as the mid-1840s, 
expeditions set out from strategically located Tabora in Tanganyika to the 
northern kingdoms of Bunyoro and Buganda [...] Numerous sources indicate 
that 1840 can be taken as the approximate time when the Zanzibari (and 
Nyamwezi, etc.) traders crossed Lake Tanganyika. Luffin (2020) gives 1850–
1860 as the approximate years of arrival of the “Arab-Zanzibaris” in the 
Congo ”

v Ethnologue (2023) = v26
Swahili (as a macrolanguage) [swa]
⊢ Swahili [swh]
⊢ Congo Swahili [swc]

v ECS vs. ‘Inland’ Swahili (FN&S upcoming)

- ECS (Polomé 1971)[1, 2] 
- Inland Swahili
 ⊢ East
 ⊢ West (‘Congo Swahili’)
⤇  ⮆㹎יז־⮆ׂםכ؆םעع٭ٜס
ַ [3]ֿ啶鵰氳ם䏲泳ֵס⮆걉מ
ַםַיזםע [4]

Nassenstein, Shinagawa & Furumoto (forthc.)

4

I. Contact varieties arising in (pre-)colonial context
I-a. Eastern Inland

Up-country Swahili [UCS] Le Breton (1936); Myers-Scotton
(1973)

Kenya, 
Uganda

Kisetla/Kisettla [STL] Vitale (1980) Kenya

Kenya Pidgin Swahili [KPS] Heine (1973, 1991); Heine & 
Kuteva (2007) Kenya

I-b. Western Inland/ Congo Swahili
Kivu Swahili [KIV] Goyvaerts (2007) in Bukavu,

Nassenstein & Bose (2016)
Eastern
DRC

Bunia Swahili/
Ituri Kingwana

[BUN] Nassenstein & Dimmendaal
(2020)

Eastern
DRC

Kisangani Sw. [KSG] Nassenstein (2015) Eastern
DRC

Shaba Swahili
/Katanga Sw.
/Lubumbashi Sw.

[SHB]/
[KTG]/
[LBM]

Kapanga (1993)
Ferrari, Kalunga and Mulumbwa
(2014)

Eastern
DRC

II. Contact varieties developed in the context of post-colonial urbanization
Sheng [SHN] Ferrari (2004); Bosire (2008);

Githiora (2018); among many
others

Kenya

Engsh [ESH] Abudulaziz & Osinde (1997) Kenya
Bujumbura Sw. [BJS] Der-Houssikian (2008), Belt

(2010), Nassenstein (2019)
Burundi

Lugha ya Mitaani [LYM] Reuster-Jahn & Kießling (2006) Tanzania

걉⮆ס鏤ٛك٠تסיכ銧鏤ٞؠُ .2

[4] Comments to Shinagawa & Nassenstein (forthc.): “What 
is this classification based on? Categories I and III are 
different time periods, but category II is geographic. So 
that raises the question how this classification was 
created. The following text also doesn't make it clear 
whether these different varieties are distinguished on the 
basis of their linguistic properties, or whether they are 
different varieties mentioned/described in the literature 
("doculects"). ”

v Ethnologue (2023) = v26
Swahili (as a macrolanguage) [swa]
⊢ Swahili [swh]
⊢ Congo Swahili [swc]

v ECS vs. ‘Inland’ Swahili (FN&S upcoming)

- ECS (Polomé 1971)[1, 2] 
- Inland Swahili
 ⊢ East
 ⊢ West (‘Congo Swahili’)
⤇  ⮆㹎יז־⮆ׂםכ؆םעع٭ٜס
ַ [3]ֿ啶鵰氳ם䏲泳ֵס⮆걉מ
ַםַיזםע [4]

Nassenstein & Shinagawa (forthc.)

5
Bastin (1983: 82–85)

v Bastin (1983) “Essai de classification de quatre-vingt langues bantoues par la 
statistique grammaticale”
✶ ס52  ‘Item-based’ םꮟꮰ䎬䛜鏤䎜氳٭ذْٚق
✶ 硌礴⮆걉溿狒ס靹春䙫㍲

٤溿狒٘ب٭ؙٛفٞؠُؕ .3

6
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v Marten et al. (2007) “Parameters of morphosyntactic variation in Bantu”
✶ 䥩霄氳ם䎬䛜礴鏤ّٝثؼْסٜي⹚何٭ذْٚقג
✶ 걉㑔鑜溿狒ס伺澬ם䧗⺸䓪

٤溿狒٘ب٭ؙٛفٞؠُؕ .3

Marten et al. (2007)

7

✶ 䎬䛜礴鏤ꯛ㓊禿糵氳ס142٭فמmicro-parameters (Guérois et al. 2017) [5]

✶ 硜ذ٭ظס銧鏤ס┕♓100 inter-parametricם⮆冪ֿ⺎耆מ

v Marten et al. (2018) “Bantu Morphosyntactic Variation Database (BMV)” 

٤溿狒٘ب٭ؙٛفٞؠُؕ .3

[5] Guérois, Rozenn, Hannah Gibson, and Lutz Marten. 2017. Parameters of Bantu Morphosyntactic Variation. Available online at 
https://zenodo.org/record/3958997#.Y8uXUxPP3Vs. DOI: 10.5281/zenodo.3958997

8

Description Swahili (Ashton) G42-Ash
P001 Shape of the augment: What is the shape of the augment? no there is no augment in the language

P002 Function of the augment: Does the augment fulfill a specific grammatical 
function? n.a. there is no augment in the language

P003 Shape of class 5: What is the shape of the class 5 nominal prefix?    3 CV shape, possibly alternating with zero-
marking

P004 Number of noun classes: How many noun classes are there? (including 
locative classes) 12 12 classes

P005 Class for infinitive: Does the infinitive take a noun class prefix? yes (cl. 15 ku-)

P006 Class for dim inutive: Is dim inutive meaning expressed through the use of 
noun classes? yes (cl. 7 ki-)

P007 Class for augmentative: Is augmentative meaning expressed through the use 
of noun classes?  yes (cl. 5 ji-)

P008
Noun class prefix omission: Is it possible to omit the noun class prefix when 
class membership is marked through agreement (on a modifier or on the 
verb)? 

no

P009 Locative class prefixation: Can a noun take a locative class prefix? no
another strategy is used, either locative 
suffixation (parameter 10) or 
prepositional phrases

P010 Locative nominal suffixation: Can a noun take a locative suffix? yes
P011 Locative subject markers: Are there locative subject markers on the verb? yes

P012 Locative object markers: Are there locative pre-stem object markers on the 
verb? yes (cl. 16 pa-, cl. 17 ku-, cl. 18 mu-)

v Marten et al. (2018) “Bantu Morphosyntactic Variation Database (BMV)” 

٤溿狒٘ب٭ؙٛفٞؠُؕ .3

9

v Marten et al. (2018) “Bantu Morphosyntactic Variation Database (BMV)” 

٤溿狒٘ب٭ؙٛفٞؠُؕ .3

Description Swahili (Ashton) G42-Ash

P057 First person singular negative: Is there a specific first person singular 
negative subject prefix which is different from the affirmative one? 1 yes, in all contexts (all tense/ aspect/ 

mood)

P058 Negative imperative: Is there a negative imperative which is formally distinct 
from the negative subjunctive? no

P059
Periphrastic negation: Is negation in certain tense/aspect/moods expressed 
by means of a periphrastic form (e.g. making use of an auxiliary 
construction or a verb like ‘refuse/deny’ for instance)? 

no
all tense/aspect/mood constructions are 
negated by a negative prefix and/or a 
negative particle

P060 Subject-verb agreement: Is there subject-verb agreement? yes

P061 Animate/human agreement: Can animate/human nouns show subject 
agreement with class 1/2 regardless of class membership? 1 yes, without exception

P062 1st and 2nd person plurals : Are first person plural and second person plural 
subject prefixes identical? no

P063 Honorific plural: Can plural persons be used to express a honorific singular? no

P064 Coordinated nominals: What subject agreement does the verb show with 
coordinated nominals? 3 the verb may show partial agreement with 

only one of the coordinated nominals

P065 Past time reference: How is past time reference formally divided? 2 past time is divided into two (e.g
hodiernal vs.pre-hodiernal, etc)

P066 Future time reference: How is future time reference formally divided? 1 there is a formal distinction between 
future and non-future only

P067
Suffix -ag-: Is there a tense/aspect (pre-final) suffix -ag- or a sim ilar form 
used with an imperfective meaning (expressing for instance 
habituality/iterativity/pluractionality/intensity)?

no
habituality/iterativity/pluractionality/inten
sity are expressed through another 
strategy

10

source: https://journals.openedition.org/lla/9824

٤溿狒٘ب٭ؙٛفٞؠُؕ .3

v 乃嫎奂鬳溿狒ס钥鏤ؖع٤ف  ≒ 䎬䛜礴鏤氳ُؕٞؠ
ؙٛف榫ַذ٭ظס㛻ꄈע٤溿狒٘ب٭ؙٛف
䣽ֹ➟注꞊鵽Ⳃ꞊ם邾ꥭס٤٘ب٭

v יכوشطتס⮣僃עיַֽמ溿狒םֹסא
ꝥג丗ס걉㑔מ䎎ׂ״עי㲔꤀ؙٛفס
䩰霄סם➟扛꞊הֹס邾ꥭ٤ֿ釤٘ب٭
ֹױי  (reducing this variation by classifying 
constructions, grammatical properties or entire 
languages into a finite set of types.)

v 亠嫎鑜םֹסא  ‘reductionist approaches’ מ注
㵚亠嫎סיכ  ‘scenario-based approach’ 
䬠勅ס

v 䏲縖ע㵼כׂם⯥縖⺱喋מgeneralisation㵵
٤٘ب٭ؙٛفׂםךׄד׀ךֿכ׆⭳׀
氦釤ַֹכ憠ַי⨣ך

11

־סם걉㑔ֿ僗Ⲗסאכ碛䓪םֹסל .4

characteristics source examples

phonology metathesis/ Pig Latin Jargonistic Sh. dibre [díbre] < KCS. bredi < Eng. bread
Sh. kimbeko 'cup' < StS. kikombe (/ki.ko.mbe/)

devoicing of voiced (non-
prenasalized) obstruents

(NE) Bantu Sh. msee ‘friend, guy' [m ̩se(ː)] vs. StS. mzee 'old/respected person'
Sh. mase [mase] < KCS. maze/madhe < Eng. mother

nominal 
morphology

shortening with -o Nilote/Luo Sh. fiso {fis-o} < (StS. fizikia) < Eng. physics
Sh. kibaro {ki-bar-o} < StS. kibarua 'day labor(er)'

derivational use of ma-
and ka-

Bantu Sh. masee {ma-see} 'best friend' < StS. mzee / wazee
Sh. kahatisi katoko {ka-hatisi ka-toko} 'a small piece of story'

verbal 
morphology 
and 
morphosyntax

regularization of irregular 
forms 

Contact-induced 
simplification

KCS. kuja {ku-j-a} 'Come! (imperative)' < StS. njoo
KCS. enda {end-a} 'Go! (imperative) < StS. nenda

simplified concord Contact-induced 
simplification

KCS. watu mingi, magari m ingi vs. StS. watu wengi 'many people’, 
magari mengi, 'many cars'

lack of applicative form Contact-induced 
simplification

Sh. Nunua masiwa wakeni vs. StS. Nunulia wageni maziwa ‘Buy m ilk 
for guests’

“emphasis” marker -eko, 
-aka, -a(n)ga etc.

Bantu Sh. ningependeko vs. KCS. ningependaga vs. StS. ningependa ‘I 
would like’

v Summary of structural characteristics in Sheng (Shinagawa 2007) [Sh.: Sheng, KCS.: 
Kenyan Colloquial Swahili, StS. Standard Swahili]  

12

https://zenodo.org/record/3958997
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־סם걉㑔ֿ僗Ⲗסאכ碛䓪םֹסל .4

module phonology morphosyntax
domain segmental supra-

segmental
nominal 
morphology

verbal
morphology

syntax

component consonant syllable 
structure

tone noun class TA relative 
clause

item-
based

lack of 
NC/̥ VC ̬V

existence 
of VV > VlV

existence 
of -ágá
vs -àgà

existence 
of ka-

existence 
of -ag

existence 
of -enye
as REL

v From item-based features

13

־סם걉㑔ֿ僗Ⲗסאכ碛䓪םֹסל .4

module phonology morphosyntax
domain segmental supra-

segmental
nominal 
morphology

verbal
morphology

syntax

component consonant syllable 
structure

tone noun class TA relative 
clause

item-
based

lack of 
NC/̥ VC ̬V

existence 
of VV > VlV

existence 
of -ágá
vs -àgà

existence 
of ka-

existence 
of -ag

existence 
of -enye
as REL

system-
based

devoicing at 
intervocalic 
positions

CV 
faithfulness

relevance 
of tonal 
contrast

types of noun 
class system

developmental 
stages of -ag

systems
of REL 
marking

v From item-based to system-based features

14

־סם걉㑔ֿ僗Ⲗסאכ碛䓪םֹסל .4

(1) z, ð →  s in Sheng (Mbaabu & Nzuga 2003: 22, 18)
a. mse  ‘a man; a young man’    cf. [StS] mzee 
b. mase  ‘female parent; mother’   cf. [Eng] mother

(2) v →  f in Lubumbashi Sw. (Ferrari 2014: 20)
a. ndefu  ‘Fr. barbe (Eng. beard)’   cf. [StS] ndevu 
b. kufuta  ‘Fr. fumer’ (Eng. pull)    cf. [StS] kuvuta

(3) ɡ →  k in Katanga Sw. (Kapanga 1993: 444)
a. kukonga ‘to hit (with a car)’     cf. [StS] kugonga
b. mabeka ‘shoulders’       cf. [StS] mabega

module phonology
domain segmental
component consonant

feature Does the phonological system require devoicing in intervocalic positions? 

15

־סם걉㑔ֿ僗Ⲗסאכ碛䓪םֹסל .4

(4) VV →  VlV in Shaba Sw. (Nagashima 1981: 13)
a.  angala ‘shine’       cf. [StS] angaa
b.  yala  ‘be full’       cf. [StS] jaa
c.  fula  ‘wash (clothes)     cf. [StS] fua

(5) VV →  VyV or VwV or VlV in Lubumbashi Sw. (Ferrari 2014: 18, 20)
a. tembeya Fr. ‘marcher’ (Eng. ‘walk’)  cf. [StS] tembea
b. kuowa  Fr. ‘épouser’ (Eng. ‘marry’) cf. [StS] kuoa
c. kondolo Fr. ‘mouton’ (Eng. ‘sheep’) cf. [StS] kondoo

(6) VV →  V /_# in Katanga Sw. (Kapanga 1993: 443)
a.  tamá  ‘envy’        cf. [StS] tamaa 
b.  jogó  ‘rooster’       cf. [StS] jogoo

module phonology
domain segmental
component syllable structure

feature Does the phonological system allow hiatus?  

16

־סם걉㑔ֿ僗Ⲗסאכ碛䓪םֹסל .4

(7) Tonal contrast in Katanga Sw. (Kapanga 1993: 477–478)
a. ni-na-fany-àkà    kazi  vs. b. ni-ri-kwend-áká
 SM1SG-prs-do-hab  work    SM1SG-pst-go-rmt
 ‘I usually work         ‘I went (distant past)’

module phonology
domain supra-segmental
component tone
feature Can tone be contrastive in any component of grammar?

17

־סם걉㑔ֿ僗Ⲗסאכ碛䓪םֹסל .4

Noun class system in Lubumbashi Sw. (NS&F forthc.)

module morphosyntax
domain nominal morphology
component noun class
feature How is the noun class system organised?

NP Ex.
1 mu- mutu ‘person’
2 ba- batu ‘people’
3 mu- muti ‘tree(s)’
4 mi- miti ‘tree(s)’
5 ø- shamba ‘field(s)’
6 ma- mashamba ‘field(s)’
7 ki- kitu ‘thing(s)’
8 vi- (bi-) vitu ‘thing(s)’
9 (i)N-/ø- imbwa ‘dog(s)’
10 (i)N-/ø- imbwa ‘dog(s)’

NP Ex.
11 u-/lu- ukuta ‘wall(s)’
12
13
14 u- urafiki ‘friendship’
15 ku- kucheka ‘laughing’
16
17 ku- LOC (all)
18

18
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Noun class system in Lubumbashi Sw. (NS&F forthc.)

module morphosyntax
domain nominal morphology
component noun class

feature How is the noun class system organised?

NP Ex.
1 mu-/ ø- muntu ‘person’
2 ba- bantu ‘people’
3 mu- muchi ‘tree’
4 mi- michi ‘trees’
5 ø-/ri- rishikiyo ‘ear’
6 ma- mashikiyo ‘ears’
7 ki- kintu ‘thing’
8 bi-(+ma-) bintu ‘things’
9 (i)N-/ø- nyumba ‘house’

ngombe ‘cow’
10 NC2 [+anim]

NC6 [–anim]
bangombe ‘cows’ 
manyumba ‘houses’

NP Ex.
11 lu- lupawo ‘spoon’
12 ka- kameza ‘small table’
13 tu+ma- tumameza ‘small tables’
14 bu- burafiki ‘friendship’
15 ku- kucheka ‘laughing’
16 pa LOC (near)
17 ku LOC (general)
18 mu LOC (inside)

19

־סם걉㑔ֿ僗Ⲗסאכ碛䓪םֹסל .4

v Typology of noun class systems and the possible developmental processes 
(Maho 1999, Di Garbo & Verkerk 2022)

Maho, Jouni. 1999. A comparative study of Bantu noun classes. Ph. D thesis (Helsinki)
Di Garbo, Francesca and Annemarie Verkerk. 2022. A typology of northwestern Bantu gender systems. Linguistics 60(4): 1169–1239

20
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Distribution of noun class prefixes and verbal subject agreement markers   
(Nassenstein & Shinagawa forthc.)

module morphosyntax
domain nominal morphology
component noun class

feature What type of agreement pattern does the system follow?

21

־סם걉㑔ֿ僗Ⲗסאכ碛䓪םֹסל .4

(8) Development of *-ag from pre-final suffix to predicate final enclitic in urban varieties
a. ilikwa siko hizo zinachezanga sana?
 i-li-ku-w-a    siko  hizo   zi-na-chez-ang-a     sana? 
 SM9-epth-pst-be-FV 10.day dem.m10  SM10-prog-play-hab/emph-FV very_much 
 ‘Were they (songs) being played very much in those days?’ (Shinagawa 2008: 165)
b. alikuwanga huko
 a-li-ku-w-ang-a     hu-ko
 SM1-pst-epth-be-hab/emph dem.m17
 ‘He used to be there/ He really was there.’ (Shinagawa 2008: 165)
c. Kosa la kuniomba msamaha, hakunaga
 kosa  la  ku-ni-omba  m-samaha  ha-ku-na=ga
 5.fault assc5 inf-om1SG-beg 3-forgiveness neg-SM17-with=emph
 ‘You don’t ask me for forgiveness, there is nothing.’ (Lit.: ‘A fault to beg my forgiveness, there is 
 nothing’; from the hip-hop song ‘Hakunaga’ by Suma Lee, released 2015)

module morphosyntax
domain verbal morphology
component TA

feature To what extent is *-ag grammaticalised in the verbal morphology  

22
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(9) Habitual aspect in inland varieties (NS&F forthcoming)[6]

a. Lubumbashi Swahili
anaimbaka mimbo yake
a-na-imb-ak-a  mimbo yake
sm1-prs-sing-ipfv-fv 6.song poss3sg 
‘(s)he usually sings his/her songs’
b. Bunia Swahili/Ituri Kingwana
batoto banazilamuka kila siku na huit heures
ba-toto ba-na-zi-lamuk-a    kila siku na huit heures
2-child sm2-prs-hab-wake.up-fv quant day loc eight.o’clock
‘the children wake up every day at 8 a.m.’

module morphosyntax
domain verbal morphology
component TA
feature How is the habitual aspect marked?

[6] The following examples (24a, b) show differences in the expression of the habitual aspect, in Lubumbashi Swahili formed with the present tense 
prefix na- and again suffixed -ak whereas Bunia Swahili/Ituri Kingwana uses a morphological innovation, present tense na and a grammaticalized 
morpheme zi- from the verb stem wezi ‘can, be able’.

23
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(10) Occurrence of multiple OMs in urban varieties
a. Urban varieties spoken in Bujumbura (Der-Houssikian 2009: 179)
batu mingi banakuniuliza
batu   mingi  ba-na-ku-ni-uliz-a
2.person  many  sm2-prs-om2sg-om1sg-ask-fv
‘Many people ask me about you’

b. Sheng (Githiora 2015, as cited in Gibson & Marten 2016)
si unimwitie?
si  u-ni-mw-it-i-e?
neg sm2SG-om1SG- om1-call-appl-sbjv
‘Didn’t you call him for me?’

module morphosyntax
domain verbal morphology
component verbal structure
feature Does the system allow multiple occurrence of OMs? 

24
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(11) Lubumbashi Swahili (NS&F forthcoming)
bintu unanitendeya ni faux
bintu  ø  u-na-ni-tende-i-a    ni  faux
8.things rel sm2SG-prs-om1sg-do-appl-fv cop fake
‘the things you do to me are bad/fake’

(12) Relativization in Bunia Swahili/Ituri Kingwana (NS&F forthcoming)
nduku mwenye/nye lipika miye ko apa
nduku  (mwe)nye  li-pika miye ko  apa
1a.sibling rel    pst-hit o1sg cop here
‘the brother who hit me is here’

module morphosyntax
domain syntax
component relative clauses

feature What type of relativisation strategies are attested?
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(13) Distribution of different relativisers in Sheng: Shinagawa (2019: 129–132)
a. I think mimi tu the olnly person mwenye nafanya ile kitu nafanya
 I think mimi  tu  the only person mw-enye   na-fany-a
 I think pron1SG just the only person PPx1-having  SM1SG.prs-do-FV
 ile   kitu   na-fany-a
 dem.d9 7.thing  SM1SG.prs-do-FV
 ‘I think I’m the only guy who does what I do.’
b. kuliletwa mabasi inaitwa mang’oro
 ku-li-let-w-a     ma-basi i-na-it-w-a     mang’oro
 SM17-pst≠bring-pass-FV 6-bus  SM9-prs≠call-pass-FV mang’oro
 ‘The buses called Mang’oro were introduced’

module morphosyntax
domain syntax
component relative clauses

feature What type of relativisation strategies are attested?
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